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昨年１年間は10の基本ケアを座学中心に学習を深めてきましたが、
今年度は全職員が実技を学ぶ予定になっています。
6月14日から始まった実技研修は、講師を務めた職員も初めての講師と

いうこともありドキドキでのスタートでしたが、起き上がり、三角移乗、
おじぎ・お尻上げ体操について大事なポイントを押さえながら伝えること
が出来ました。
参加した職員からは、「できることを現場で実践していきたい。」「介

助者の身体の使い方が難しかった」「利用者の出来る力を引き出す支援を
していきたい」と様々な感想がありました。
今後も繰り返し学んでいくことで介護事業部のケアの基盤になるように

していきたいと思います。

先月の法人ケアマネ勉強会は定例の勉強会とは異なり、介護事業部のケ
アマネ以外の職員も参加し、看護小規模多機能型居宅介護（以下：看多
機）について学びを深めました。
講師には福山医療生協「看護小規模多機能

しあわせ」の管理者をはじめ、4名の方々に
ZOOMでお話をしていただきました。利用者は
介護度が高く、医療的処置が必要な方が多いと
いうこと、医療との連携、現場の状況や加算に
ついてなど細かい部分のお話を聞くことができ、
看多機についてのイメージを深めることが出来
ました。


